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〒673-0521 三木市志染町青山１丁目26番地
☎ 0794（85）9990 FAX 0794（60）4533
mail： yasuragi-koubou@maia.eonet.ne.jp
URL： http：//yasuragikoubou.main.jp/

就労継続支援B型事業所

やすらぎ工房
共同生活援助事業所

そよかぜはうす

年会費：個人2千円・団体３千円あああああ
（会費は、法人の運営費に充当されます。）

～ご賛同頂ける方は、下記電話までご連絡ください～
払込用紙（手数料不要）を送らせていただきます。
☎ ０７９４-８５-９９９０ ・ FAX ０７９４-６０-４５３３

N P O法人そよかぜねっとは、精神しょうがいのある
人たちが安心して、自分らしく、自立して暮らせる地域
創りを目指し、就労継続支援B型事業「やすらぎ工房」
の運営、啓発・広報、地域交流活動を行っています。あ
一人でも多くの方のご理解とご支援を願っています。あ
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そよかぜはうす

理事長 伊東久雄
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コロナ禍は自主休校、不登校の学童、子育てにも精

神的にも悪い影響をしている。一方、近くのミッキー

ホールで展示を企画した三木芸文会の一人が、芸術は

コロナ禍で引きこもりがちな私たちに癒しになり、鑑賞

者は密になることはないのに、自粛の要請でも、なぜ会

場を貸してくれないのかとその新聞に記していた。

周知のように、画家ゴッホは自殺前の十年間に二千

点以上の作品を制作した。自ら入院した精神科療養所

での、彼の作品にも今、天才の才能にほれぼれする。

うっとうしい、心病むような日常に魂の叫びが響く。

(伊東)

『直観』を信じますか？変な入りですが…なぜかふと

「これだ」とか「今だ！」と思う瞬間ってありますよね?!私

は、なかなか石橋を叩いても渡らず、へたしたら橋を崩

して渡れなくしてしまうくらい決断に迷います。それこそ

外食のメニューですら大変です。ですが、なぜか何の迷

いもなく「これだ！」と臆することもなく突き進むタイミン

グがあります。もちろん、「失敗したー」となることもあり

ますが、不思議と後悔もないし、決断してよかったと思

うことも多いです。

情報過多のこのご時世。自身の直観や思いも大切に

日々の選択をできたらいいな、なんて思います。（北上）
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『豊かな時間の共有』 グループホーム世話人 中井

理事 片山 操代
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おかげさまで、グループホーム運営開始から１年６か月を

迎えることができました。

「そよかぜはうす」では、共同生活をより良くするため、利用者さんが月に１度ミーティングをしています。その中で、

皆で食事に行きたいという提案があり、月に一度仕事のない土曜日にカレーハウス「モイモイ」のモーニングに行く

ことになりました。朝、片道1.5km程の道を季節を感じながら歩くのは楽しいものです。８時オープンと同時に入店し

ます。山小屋のロッジのような雰囲気に心が安らぎ、美味しいモーニングを味わうのは、至福のひと時。日常の生

活の中で、ちょっとした心の豊かさや余裕を持てるのは素敵なことです。コロナ禍でモーニングに行けなかった時も

あるので、なおさらそう思います。

これからも利用者さんと少しでも豊かな時間を共有していきたいと考えています。

東京パラリンピック聖火の採火式が８月１２日に三木市でも執り行われました。東京オリン

ピック・パラリンピックでは、誰もが尊重しあい、多様性を認め合える共生社会の実現が掲げ

られました。人と違うことや変化は不安や恐れにもなり得ます。ですが、一歩踏み込んだ先

（チャレンジも）は道が一歩分増え、視野の広さが拡大した…ただそれだけだったりします。変

化した先に何も自身の日々が不自由になることはなく、視点や視野はグンと広がり、自由度

は一歩分どころが大きく広がります。その積み重ねが、個々人が心豊かに前に進む良いもの

となる社会を願います。

―コロナ禍でのオリンピック・パラリンピックを視聴してー 「お・い・あ・く・ま」

先日左親指が痛くなりました。私の体のほんの一部なのに、不自由なことと言ったらありません。物が持てない、

タオルが絞れない、ペットボトルさえも開けられないなどなど。

パラリンピックを観ながら「なぜあんなことができるのだろう？」「どんな練習を重ねたのだろう？」「これまでの人

生は？？」と感動の前に疑問ばかりが浮かびます。

コロナ禍でなかったらもっと多くの人と喜びを生で共有できたことでしょう。

我が家のリビングのことばは数年前の神戸新聞に書かれていたもの。

コロナ禍で再確認することとなりました。イライラ、くよくよ、八つ当たりは止めて

前に向かって進みたいものです。 と思いながら、やっぱりひとこと。

「おーい！コロナ！君が悪魔なら早くどこかに行ってくれー！！」

昨年６月からグループホームの事業がス

タートし、当初は入居者２名、短期入所

（ショートステイ）者２名の利用でした。昨年

度は入居者４名まで増え、今年度１１月に５

名で満室となりました。短期入所のための

部屋は１室設けてあり、現在１０名の方が登

録されています。

利用者は、”自立した生活”をするために、

自分で考えて行動できるよう頑張っていま

す。家事などを分担して、みんなで助けあい、

協力しながら、自分のできることを増やして

いくことが目標です。

短期入所（ショートステイ）をトライしてみた

い方、ぜひ『そよかぜはうす』に見学に来て

くださいね！また、

「どんなところなの？？」と興味のある方も

いらしてください。

『そよかぜはうす』やは１年が過ぎて…
グループホームサービス管理責任者 柴田 眞紀

みなさんはコロナに感染した、もしくは身近に

感染された方はいますか。私は春に感染しまし

た。仕事柄、不要不急の外出は控えていました

し、感染症対策もとっていたつもりでしたが、誰

でも感染する可能性があります。

感染が判明すると保健所が窓口になります。

私だけでなく同居の家族も濃厚接触者となって

１４日間自宅待機になりました。幸い家族は感

染しませんでしたが、仕事を休むなどの迷惑や

心配をかけることとなってしまいました。

私は当初ホテルでの療養を希望し、ホテルで

療養していました。ところがホテルに入って２・３

日後には発熱や肺炎症状が出て、最終的には

入院加療となりました。結局、約１か月仕事を

休むことになり、あらためてコロナの恐ろしさを

身をもって知ることになりました。

みなさんに少しでも知って、気を付けていただ

けたらと思います。

コロナという感染症
理事 八木 大策

コロナ禍でご不便をおかけすることが多々ありましたが、

６月２１日に法人総会を終えることができました。

「願い」 就労継続支援B型・グループホーム 管理者 北上 亜矢子


